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立神峡だより
新たな年を迎えて新たな年を迎えて

【お問い合わせ】 立神峡公園管理棟 ホームページ
☎ 0965-62-1543  ＦＡＸ0965-62-1546 （8:30～17:30 火曜定休日） http://tategami-camp.com

　新年あけましておめでとうございます。一年の計は元旦にあり。

立神峡も今年はスタッフ一同気を引き締めて、心新たに一歩を踏み

出そうと決意しております。特に、昨年は６年間無事故を達成して

いたにも関わらず、残念な結果に終わった事を踏まえ、スタッフの

中に救急救命士の資格を持った人を採用して、万全の態勢で臨み、

立神峡をさらなるステージに進めて参る決意です。町民皆さまのご

支援ご協力をお願い致します。

野鳥の宝庫としての立神峡を広報する野鳥の宝庫としての立神峡を広報する
　立神峡は皆さまもご承知のように清流氷川のほとりに位置
し、冬にはたくさんの渡り鳥（マガモ・コガモなど）やヤマセミ・
カワセミ、オシドリも見受けられ、野鳥の宝庫として近年で
は多くのカメラマンが立神峡周辺の川辺を散策しながら
シャッタ－チャンスを逃すまいと来園されます。
　冬にはどうしても家に閉じこもりがちですが、氷川の清流
を見ながら自然豊かな立神峡周辺を散策し、野鳥との出会い
を深められてはいかがでしょうか。野鳥の宝庫としての立神
峡を内外にアピ－ルするべくこれからもＰＲして行きたいと
思います。

コスプレイヤーが集結コスプレイヤーが集結
　昨年から奇抜な衣装に身を包み、アニメの世界から抜け
出た衣装で九州各地から続々と集結してきたコスプレイ
ヤー。その数５０人。専属のカメラマンを従え、立神峡を
舞台に自分の気に入った衣装に身を包みログハウスやその
周辺を散策しながら写真撮影。その広がりは年々拡大を続
けています。彼女たちがここ立神峡を舞台に撮った写真を
SNS などで拡散し、宣伝してくれたお陰で立神峡を訪れる
人が増えています。
　今後とも、若い力を大いに活用していきたいものです。

腐葉土作りに落ち葉の活用を腐葉土作りに落ち葉の活用を
　立神峡ではクヌギの木がたくさん植えてあり、夏にはキャンプサイトや火の広場は木陰で涼しく
カブトムシなどが蜜を求めてやってきます。子どもたちにとっても昆虫採集の場として最適な場所
です。しかし、冬になると、落ち葉となりその始末は重労働で公園管理に多大な労力を費やします。
皆さんの中で、腐葉土を作りたい人がおられましたら、大歓迎です。最高の品質の腐葉土が出来ます。
好きな時間にお好きなだけお持ち帰りください。ご来場をお待ち申し上げます。
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歌の街へようこそ！
～東北・ふるさと熊本に心をよせて～

　●日　時　　　令和 2年 1月 9日（木）
　　　　　　　　13時開場　13時 30分開演
　●場　所　　　やつしろハーモニーホール　多目的ホール
　●参加費　　　1,000 円
　●歌の案内人　村井　智子
　問 歌の街実行委員会　☎090-9597-2350


